
平成２５年５月２４日（金） 第１１１４号 

津波に備え、命を守る事前の訓練 
～三陸沿岸道路の津波避難階段で普代小学校児童が避難訓練を実施～ 

 津波襲来時に標高の高い場所を通る道路に避難できるよう、現在工事中の三陸沿岸道路
普代バイパスに「津波避難階段」を整備しました。 
 このたび、平成２５年５月２３日（木）に普代小学校児童１１１名が、この「津波避難
階段」を使用した地震・津波避難訓練を実施しました。  
  
  
 

位置図 

 岩泉町立小本小学校のグラウンド脇から国道４５号につながる「津波避難階段」が平
成２１年３月に整備されました。 
 東日本大震災が発生したのは、その２年後でした。 
 津波襲来時には１分１秒が命を左右しますが、階段を使用することで避難に要する時
間が約５分も短縮できたと言われます。 
 この階段を使った避難訓練も実施されていました。こうした事前の備えもあり、東日
本大震災の時には、児童・教師全員が津波の難を逃れることができました。 
 「道路が避難場所になる」という今回の震災から得た教訓を実践していくために、道
路管理者は避難機能の強化に取り組んでいます。 

ひとくちメモ ～全校児童の命を救った小本小学校の「津波避難階段」～  
  
  
 

おもと  
  
  
 



▲「津波警報」発令を合図に避難開始。 

津波避難訓練の様子 

（訓練の想定） 
外国を震源とする地震が発生し、揺れは感じなかったが、１０時０５分に「津波警報」
が発令された。津波の予想到達時刻は１２時００分頃。 

▲普代村長 柾屋伸夫様よりご挨拶。 

▲当事務所の藤原紳建設監督官が「津波
避難階段」の利用方法を説明。 

▲階段を使って道路の上の一時避難場所へ。 
 階段の段数は１０８段。頑張って登ろう！ 
  

▲車道脇の一時避難場所は約１４０㎡あり、 
 大人約１５０人が避難可能です。 

緊急時に皆さんの命を守る
「津波避難階段」をつくって
もらいました。 
明日にも来るかもしれない
津波に備えて、しっかり訓練
してください。 

 訓練に参加した児童に聞きました。 
「今回の訓練で感じたことは？」  
 
「初めてバイパスの上に登って、高く 
 て疲れたけれど、自分の命は自分で  
 守らなければと思いました。」 
 
「これからも地震や津波に備える訓練  
 に真剣に取り組んでいきたいと思い 
 ます。」 
 
 
  
 

まさや のぶお 

ふじわら しん 

訓練後のインタビュー 

平常時はカギがかかっていて、
カギは学校の先生が持ってい
ます。 
緊急時はアクリル板を破って
開けることもできます。 

普代バイパス 
（工事中） 
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